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佐世保北ロータリークラブ 2010～2011年度 ＲＩ会長 / レイ・クリンギンスミス  ガバナー/ 高原武彦 

《委員会卓話 ロータリー財団委員会活動方針》 

緒方信行 国際奉仕委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．2007年規定審議会にて、国際ロータリー理事会から 

  提出された「ロータリーの標語・使命・優先事項」 

  に関する決議が採択されました。 

財団の標語は「世界で良いことをしよう」であり、財

団の使命は、ロータリアンが、健康状態を改善し、教育

への支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理

解、親善、平和を達成できるようにすることです。使命

生命の主要分野に基づき、管理委員会と理事会は、未来

のロータリー財団のために、6つの重点分野を承認しま

した。 

 財団の使命に直結する6つの重点分野は、平和と紛争

の予防・解決、疾病予防と治療、水と衛生設備、母子の

健康、基本的教育と識字率向上、そして経済と地域社会

の発展です。 

 「世界で良いことをしよう」これは1917年に元会長の

アーチ・クランフが残した有名な言葉です。[全世界的な

規模で、事前・教育・その他社会奉仕の分野で、よりよ

きことをするために基金をつくろう] と提案したことに

より財団は始まりました。 

 これを契機に、1928年、国際ロータリー財団と名付け

られ、1931年に信託組織となり、1983年に米国イリノイ

州法の法令の下に非営利財団法人となりました。ロータ

リー財団を構成する法人会員は国際ロータリーのみで

あり、ロータリー財団の正式名称は「国際ロータリーの

ロータリー財団です」 

 国際ロータリーと法的に組織は違っても、その目的・

使命・活動は両者共に一体のものです。 

 

２．ロータリー財団のプログラムとして、次の3つがあ 

  ります。 

Ⅰ教育的プログラム 

 ①国際親善奨学金プログラム 

 ②国際問題研究のためのロータリーセンター・プログ 

  ラム 

 ③大学教員のためのロータリー補助金プログラム 

 ④研究グループ交換プログラム（Ｇ．Ｓ．Ｅ） 

 ⑤ロータリー平和及び紛争解決研究プログラム 

Ⅱ人道的補助金プログラム 

 ①地区補助金 

 ②ボランティア奉仕活動補助金 

 ③マッチング・グラント 

 ④3－H補助金 

Ⅲポリオプラスプログラム 

  ポリオを撲滅するという約束を果たす。 

 

３．ロータリー財団への寄付 

Ⅰ年次寄付 

 使途を決めずして寄付して、3年後にプログラムに使 

 う。 

Ⅱ恒久寄付 

 もとのロータリー財団基金。1994年に改称。元金を使 

 わない基金で、投資収益のみをプログラムに使う。 

 目標は2025年までに10億ドル。 

Ⅲ使途指定寄付（ポリオプラスも含まれる） 

 財団に寄付する場合、寄付する会員が寄付先を指定し 

 て寄付を行う。 

 

４．ロータリー財団の未来の夢計画 

Ⅰなぜ未来の夢計画なのか 

 ①ロータリー財団の100周年に備える。 

 ②膨大な成長（人道的支援は増える一方） 

 ③慈善分野で重要な存在であり続ける。 
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Weekly Report 
DISTRICT 2740 SASEBO NORTH ROTARY CLUB  

 【本 日】会員数45名 出席 32名 欠      席 4名  出席規定免除会員（ 9）出席 8名  ビジター 1名 出 席 率   90.91％ 

 【前々回】会員数45名 出席 30名  メークアップ  5名  出席規定免除会員（ 9）出席 7名         修正出席率   97.67％ 

ロータリーのこころを地域に広めよう 



れ、10年以上自殺者が3万人を超えている日本の現状を

みるにつけ、家族の絆や命の尊さを見直す必要があると

感じました。みなさんも、鹿児島に行く機会がありまし

たら足を伸ばしてみませんか。 
 
 

《幹事報告》             

峯 徳秀 幹事 

１．例会変更 

・佐世保南ＲＣ 

 12月24日（金）→12月22日（水）18：00～ 

 米海軍佐世保基地内（クリスマス例会のため） 

 12月31日（金）休会（定款第6条第1節） 

 

・佐世保東南ＲＣ 

 11月17日（水）12：30→19：00～ 

 HTB JR全日空ホテル（夜の例会のため） 

 

２．来 信 

・ガバナー事務所 

 ①第6回2740地区米山奨学委員会のご案内 

  日 時：12月11日（土）10時 

      弁当を用意いたします。不要の方はご連絡 

      ください。 

  場 所：伊万里スターボウル会議室 

      （伊万里市立花町3026 TEL 0955-22-7141） 

 ②第5回2740地区米山奨学会 議事録 

 

・地区大会事務局 

 ①25年連続例会出席表彰状及び記念品 

  （二ノ宮 健 会員） 

 ②地区大会お礼状と「青少年の集い」プログラム 

 

・佐世保明るい社会づくり運動推進協議会 

 佐世保明社協創立35周年記念行事の開催について 

 ◇記念式典 

  日 時：12月 4日（土）13：30～16：00 

    場 所： 佐世保市総合教育センター講堂 

      （保立町 電話 76-7330） 

 ◇祝賀会 

  日 時：12月 4日（土）18：30～ 

    場 所：アイトワ（福石町 電話 32-2266） 

  会 費：5,000円  

  送 迎：記念式典会場からはマイクロバスでお送 

      りいたします。 

 

・九州プラスネット 

 卓話講師利用のお願いについて 

 

３．伝達事項 

①11/18（木）18：30より第一ホテルにて第5回理事役員 

 会を開催いたしますのでよろしくお願いします。 

②11/22（月）例会は特別休会となっております。お間違 

 いのないようよろしくお願いします。 

③11/29（月）例会は、年次総会となっておりますので出 

 席をよろしくお願いします。 

 

 ④発展していく組織 

 ⑤ロータリアンからの意見 

 ⑥継続性、重要性、簡素化 

  持続可能な成果を生むことができるようにプログ 

  ラムに使う。 

 

５．Every Rotarian, Every Year 100$ 

 

６．ロータリー2億ドルのチャレンジ2008年～2012年 

 2007年11月 ゲイツ財団から1億ドルの補助金 

 2008年 1月 ロータリーの1億ドルのチャレンジ 

       実施期間：2010年12月31日まで 

 2009年 1月  ゲイツ財団から新たに2億5千万ドルの 

              補助金 

  ロータリーは、2012年6月30日までに合計2億ドルを調 

 達することを目標 合計5億5千5百万ドル。 

 

７．ロータリーカード入会のご案内 

 財団活動に貢献する唯一のオフィシャルカード（ロー 

 タリーインターナショナルマスターカード） 

 ご利用金額の0.3パーセントが自動的に財団に寄付さ 

 れます。 

※詳しくはＲＩのウェブサイトをご覧下さい。 

 

  

《会長挨拶》 

宮原明夫 会長   

 尖閣列島、黄砂、アジア大会、日中首脳会談そして当

クラブからの廈門訪問などと中国がらみのニュースが

続いていますが、皆さんいかがお過ごしですか。 

 先週、金土日と鹿児島市にて第110回九州医師会連合

会総会・医学会が開催され参加してきました。鹿児島市

は、大学時代の6年間を過ごした、佐世保、長崎に続く第

３のふるさとで、久しぶりの訪問に、なつかしく天文館

の夜など過ごしてきました。会議の方は土曜日が中心で

したので、昨日日曜日には南九州市の知覧町に観光に

行ってきました。知覧町はご存知の方も多いとは思いま

すが、鹿児島市の南西に位置する町で、知覧茶や武家屋

敷で有名ですが、太平洋戦争の時に本土最南端の特攻基

地として大隅半島の鹿屋基地とともに多くの特攻隊員

がそこを飛び立ち、沖縄の海に若き命を散らした所で

す。学生時代にもクラブの夏の合宿などで何回か訪れた

ことはありましたが、大学を卒業して4年後の昭和60年

に現在の知覧特攻平和会館が建てられており、初めて見

学してきました。 

 中には、陸軍の主力戦闘機「隼」、陸軍三式戦闘機「飛

嚥」や陸軍四式戦闘機「疾風」などの特攻に使われた飛

行機などの展示のほか、特攻隊員の遺影や遺書・遺品な

どが展示されていました。沖縄特攻では、昭和20年、終

戦間近の4月から6月までの3ヶ月間を中心に総攻撃が行

われており1036人の尊い命が失われています。最年少は

17歳で、ほとんどの隊員が20歳前半までの今の高校生や

大学生にあたる若い人たちでした。遺書だけでは彼らが

何を思って飛び立って征ったのかはわかりませんが、ほ

とんどの遺書が母親宛のもので、家族を守るために自分

の命を犠牲にしたのではないでしょうか。特攻が正しい

選択であったとは決して思いませんが、家族の絆が薄



《ニコニコＢＯＸ》     

田平 孝 親睦活動委員 
 
 佐世保南ＲＣ 相良紘一郎君  

久し振りにお世話になります。 

 

 宮原明夫 会長 古賀新二 副会長 峯 徳秀 幹事 

本日のロータリー財団、米山記念奨学委員会の卓話、緒

方大委員長、福田委員長ほか委員の皆様よろしくお願い

致します。豊島、永田、緒方3会員の厦門からの無事のご

帰還を心よりお慶び申し上げます。少しだけですが、拉

致監禁されるのではないかと心配しておりました。 

 

 福田俊郎君 吉澤俊介君 田平 孝君 豊島揆一君 

 田島勝明君 藤井良介君 西川正美君 湯口純二君 

 中島閏二君 中野雄一郎君 大鳥居 宏君 

緒方さん、本日はロータリー財団、米山記念奨学委員会

の卓話を拝聴させて頂きます。佐世保南クラブの相良さ

ん、ようこそいらっしゃいました。心より歓迎致します。 

 

  松尾辰二郎君 

今月はロータリー財団月間です。ロータリー財団は昨年

度から2013年にかけて「将来の夢計画」を実験中です。

そんな中昨年度2740地区で当クラブが一位になりまし

た。詳しいことは緒方委員長から説明が有ると思いま

す。厦門訪問、御苦労様でした。 

 

 宮﨑有恒君 

先週、ミュージカル映画の傑作「雨に唄えば」をスクリー

ンで見る事ができ、ニコニコです。 

厦門訪問団の皆様お疲れ様でした。本日ロータリー財団

の卓話、お疲れ様です。 

 

 緒方信行君 

本日はロータリー財団の卓話です。よろしくお願い致し 

ます。中国厦門への訪問では、豊島さん、永田さんに大 

変お世話になり、ありがとうございました。とても充実 

した旅行でした。相良紘一郎様のご来訪を心より歓迎致 

します。 

 

 小西宗十君 

吉澤さん、ふるさと振興基金の助成金を文化協会に頂き

ありがとうございました。厦門訪問団の皆様お疲れ様。

本日の委員会卓話、緒方委員長お疲れ様です。 

 

 須田 昇君 

前回の例会のニコニコＢＯＸの報告で数名の方の名前

の記載漏れがありました。担当者としてお詫びします。

以下の会員の方々を追記します。 

「横尾 寛君 中山 誠君 熊井雅人君 森  豊君 

渡会祐二君 蒲池芳明君 宮﨑有恒君 松尾辰二郎君 

中野雄一郎君」以上です。失礼しました。 

 

《委員会報告》 

 

 緒方信行 国際奉仕委員長 

厦門理工学院訪問の報告です。11月10日から13日まで豊

島揆一会員、永田武義会員と私で訪問してきました。永

田武義会員は11月11日が誕生日で歓迎会と御祝いをし

て頂きました。 

 

 小西宗十米山友の会 会長 

米山友の会会員の皆様のセルフBOXに2010～2011年度前

期の積み立て状況、寄付者名簿、会計報告を入れており

ます。ご覧下さい。 

 

 その他の報告 

二ノ宮 健会員が「永年連続例会出席25年」の表彰をされ

ました。 

 

花みずき会に参加された、東島美千代様、川又順子様か

らお礼の挨拶がありました。 

 

 

《ハイライトよねやま》 

寄付金速報 ―米山月間の成果に感謝！ ― 

 10月までの寄付金は前年同期と比べて6.0％増、約

2,910万円の増加となりました。普通寄付金は前年とほ

ぼ同額（＋0.03％）ですが、今期に入って初めて前年同

期を上回りました。また、特別寄付金は10.8％増でした。 

10月は米山月間ということもあり、5人（うち2 人はご夫

妻）の方から各々100万円の個人寄付をいただきました。

さらに、東京ロータリークラブからは創立90周年記念と

して、1,000万円もの大口寄付をいただきました。このよ

うな経済状況下、学友を含め多くのロータリアンの方々

からのご寄付に感謝申し上げます。上期も残り2カ月を

切りましたが、引き続きご支援・ご協力を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

 

第2640 地区学友会が上海でシンポジウム 

 2011年4月採用の奨学金（学部・修士・博士課程奨学金、

地区奨励奨学金）には、指定校442校のうち401校から

1,504名の応募がありました。例年に比べ、「該当者なし」

などの理由から申込みのない指定校が少なく、各地区選

考委員会による取り組みの成果が表れています。 

申込者を国・地域別にみると、中国が62.2％(前年度比＋

0.3％）、韓国14.4％(▲0.5％）、台湾4.6％(＋0.6％）、

その他が18.8％（▲0.4％）となり、台湾がやや増加した

ものの、前年から大幅な増減はありません。課程別では、

博 士 課 程 が 24.0％(▲ 0.1％)、修 士 課 程 49.6％(＋

0.5％)、学部課程25.1％(▲0.3％)でした。また、「地区

奨励奨学金」は4 地区8 校から計20 名、「クラブ支援奨

学金」には8 地区12 クラブから応募がありました。 

11月中旬から順次、各地区へ応募書類を発送します。そ

の後、11月下旬～1月下旬にかけて地区選考委員会によ

る書類選考・面接試験が実施され、2月中旬には新規採用

者607名（2010年11 月現在）が決定します。 

 
 本日の合計 27,000円     累計 607,000円 

クラブ会報委員会 委員長 / 須田 昇   委員 / 日高省三  森  豊  蒲池芳明  （記事担当者 須田 昇） 


